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	米国最大規模の研究用試薬・機器販売会社
フィッシャー　サイエンティフィック社が

タカラバイオ・ブランドのDNA増幅装置を発売



タカラバイオ株式会社（社長:加藤郁之進）は、北米市場でPCR用DNA増幅装置「タカラPCRサーマルサイクラー　ダイス」を、米国最大規模の研究用機器と試薬の販売会社であるフィッシャー　サイエンティフィック社を通じて、本年６月より販売を開始します。「ダイス」は、グラジエント機能を搭載した高性能で、コンパクトな設計となっており、さらに価格を低く抑えています。なお、当社が自社ブラントの理化学機器を米国市場で販売するのは初めてです。

当社は、１９８８年に日本市場で最初にPCR用のDNA増幅装置（米パーキンエルマーシータス社製）を独占的に導入販売しました。現在も、PCR用酵素、キット等の販売に関しては日本でトップシェアを維持しています。日本国内においては、昨年２月に「ダイス」の販売を開始し、DNA増幅装置のシェアの更なる拡大を目指しています。　

フィッシャー　サイエンティフィック社（本社：ピッツバーグ市）は、世界の145カ国で約60万種におよぶ製品を販売し、年間売上高は　約4,000億円にのぼります。特に研究用試薬・機器においては米国内で最大規模の売上を誇っています。同社は平成11年1月より当社の遺伝子工学研究用試薬を中心とした研究用試薬を北米市場にて販売していますが、今回の提携により研究用試薬以外に研究用機器としてPCR用DNA増幅装置も販売することとなり、北米市場で大幅な売上げ増大が期待されます。

＜製品概要＞
製品名 ： TaKaRa PCR Thermal Cycler Dice
Takara Code ： TP600
寸法 ： 260（W）×345（D）×260（H）mm
温度制御機構 ： ペルチェ素子
温度制御範囲 ： 4.0～99.9℃（0.1℃単位）
ｻﾝﾌﾟﾙﾌﾞﾛｯｸ ： 0.2 mlチューブおよび96穴チューブプレート対応
定格電源電圧 ： AC100～240V、50/60Hz、490W
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当資料取り扱い上の注意点
資料中の当社の現在の計画、見通し、戦略、確信などのうち、歴史的事実でないものは、将来の業績に関する見通しであり、これらは現時点において入手可能な情報から得られた当社経営陣の判断に基づくものですが、重大なリスクや不確実性を含んでいる情報から得られた多くの仮定および考えに基づきなされたものであります。実際の業績は、さまざまな要素によりこれら予測とは大きく異なる結果となり得ることをご承知おきください。実際の業績に影響を与える要素には、経済情勢、特に消費動向、為替レートの変動、法律・行政制度の変化、競合会社の価格・製品戦略による圧力、当社の既存製品および新製品の販売力の低下、生産中断、当社の知的所有権に対する侵害、急速な技術革新、重大な訴訟における不利な判決等がありますが、業績に影響を与える要素はこれらに限定されるものではありません。
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この資料は、５月３１日に京都経済記者クラブに配布しています。
	この件に関するお問い合わせ先
タカラバイオ株式会社
バイオインダストリー部
Tel 077-543-7235


＜参考資料＞
【フィッシャー　サイエンティフィック社の概要】

社名 ： Fisher Scientific
代表者名 ： Paul M. Montrone
設立 ： 1902年

所在地 ： 2000 Park Lane, Pittsburgh, PA 15275, USA
従業員数 ： 約11,000人（2004年3月現在）

事業概要 ： 研究用試薬、器具、備品から安全器具、ヘルスケア関連製品、機器等の製造販売



















【語句説明】
DNA増幅装置（サーマルサイクラー）
特にPCR法でDNAを増幅させる時に必要となる、4℃～100℃までを秒単位で温度コントロールする特殊なDNA増幅装置です。
PCR
Polymerase Chain Reaction（ポリメラーゼ連鎖反応法）の略称です。温度サイクル装置（サーマルサイクラー）を使用し、微量のDNAを数時間のうちに数百万倍にまで増幅する技術です。
グラジエント機能
PCR条件を至適化（最適化）するための機能です。例えば96サンプル反応用のDNA増幅装置の場合、96穴ブロックの横12列（No.1-No.12）に温度勾配をかけることによって、最適なPCR条件（鋳型DNAとプライマーとのアニーリング温度の条件設定等）を調べることが可能です。 
アニーリング
PCRを開始するために、2本鎖のDNAに熱を加えることにより1本鎖に解離させた後、温度を下げて相補的なプライマーと解離した1本鎖DNAを会合させることです。
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